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Ⅰ．緒　　言
　日本における看護基礎教育は，この20年で劇的に
変化した。1991年には11校であった看護系大学は，
1995年には40校，2001年には90校，2010年には180
校を超えており，今後も増加する見込みである。こ
うした看護系大学の増加は，従来職業教育であった
看護を，看護学として学問的な捉え方に推し進め，
学生の職業選択の多様性を導いてきたともいえる。
また，看護を専門職として位置づけ社会的認知を高
めた大きな要因ともなっている。その結果，個々の
看護の専門性を高め，大学院進学や認定看護師，専
門看護師といったよりキャリアを高めていく看護師
も増加している。さらに，看護系大学協議会「21世
紀に求められる看護学教育」では，大卒看護職が担
う役割として，①看護管理経営者，②高度の医療を
行う施設の実践的リーダー，③保健所・学校・企業
などにおいて保健指導を主たる業務とする立場，④
看護行政の担当者，⑤看護職の養成にあたる看護教
育者，をあげている。大学教育を受けた看護師が増
えていくことで，よりいっそう看護の質も向上して
いくことが期待されている。
　しかし，他方大学生に目を向けてみると，大学生
そのものの質的な変化も顕著になっている。大学進
学率が50％を超え，大学全入時代を迎えた現在，大
学への進学は，高校生にとって，周りの同級生が何
の疑問も持たずに大学へ進学するなど通過儀礼とし
て捉えられており，また，進学の覚悟を持たない高
校生の増加により，大学の４年間は自分探しのモラ
トリアム期間として捉えたほうが適切であると指摘
されている1）。そのような中，看護学生は，入学前
の進路選択時期に，すでに将来の職業範囲がある程
度決定されるという特徴をもち，卒業後，看護職以
外の職業を選択する余地は少ないといえる。した
がって看護学生は個人差はあるものの入学時よりす
でにある程度高い職業志向や職業コミットメントを
もっていると考えてよい。しかし，一方で入学後，
学習進行等に伴い，「看護職に向いていないのでは
ないか」「学習に対するやりがいや価値を見出せな
い」など，看護職を選択したことに悩みながら，学
業および学校不適応に陥る学生も少なくない2）。ま
た，看護職は，高等学校卒業と同時に職業を決定し
看護学校や看護大学へ入学するため一般職に比べて
早い年代で職業選択を行い，自己概念の確立は職業
的教育の中で探索される。しかしながら，学生時代
は，じっくりと自己概念を育てるゆとりもなく，職
業教育に追われる３年間や４年間を過ごし卒業直前
の国家試験へ全投力し入職していく。したがって，
入職後課題へ挑戦できる自己概念を，教育機関で育
てることが重要である3）とされる。
　先述したように，現代の大学生にとって大学が単
なる通過儀礼としての場所となり，自己概念の形成
が十分できないまま社会へ巣立っていくとすれば，
実際は，職業選択の多様性が広がっただけではなく，
教育以前に学生が抱える課題も同時に広がり，学生
の学習支援のあり方が問われている時代となってい
ると考える。
　本論文では，職業コミットメントに着目した。コ
ミットメントに関しては，これまで，多くの研究が
なされてきている。看護師と組織コミットメントの
研究も少なくない。酒井ら4）によると，看護師の場
合，組織コミットメントが高いということは，働い
ている病院の価値や目的を受容し，組織の一員とし
て積極的な参加や生産を行っている状態であり，職
業コミットメントが高い場合は，看護という仕事の
価値を理解し自分自身にとって職業が貴重な意味を
もっている状態とされる。現代の大学生は，失われ
た20年あるいはロストジェネレーションとも指摘さ
れる経済が低迷した時期に育ち，他方，ゆとり教育
や大学全入時代，教育の機会均等の崩壊といった社
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会の変容の中にあり，現代の若者論の中で取り上げ
られることも多い。現代の若者論についての議論は
機会を改めるとするが，「学力不足」「初年次教育」
等，現代の大学生が抱える課題の指摘は多い。しか
し，看護は専門職である。大学を卒業し，国家試験
に合格すれば，一律に免許を与えられ，社会の中に
専門職として巣立っていく。つまり，看護大学生の
職業コミットメントは，その後の就業や専門職とし
てのあり方に大きな影響を及ぼすといっても過言で
はない。
　そこで，日本国内における看護学生の職業コミッ
トメントに関する研究を概観し，今後の看護大学生
の学習支援の方向性についての見解を述べる。
Ⅱ．看護学生のコミットメントに関する研究について
　看護学生のコミットメントに関する研究について
1983年から2010年までの文献を概観してみた。広く
医学・看護系の論文を収録している医学中央雑誌
web 版をデータベースとして使用し，キーワード
として，「看護学生AND職業コミットメント」「看
護学生ANDコミットメント」を用い検索した。そ
の結果，「看護学生AND職業コミットメント」は
３件，「看護学生ANDコミットメント」は９件で
あった（表）。この９件の中で，看護学生の職業コ
ミットメントに関する研究は，石田ら6），羽田野ら2），
矢野ら9，10）の文献があるに過ぎなかった。また，こ
の４件のうち３件は，看護短期大学生に関するもの
2，6，9）であり，４年生看護大学生に関するもの10）は，
１件であった。
　看護師に限らず，どの職業においても，自らの仕
事に対してどのような態度を持ちうるかがその仕事
の質を決めていくことは事実である。したがって，
看護ケアの質は，看護師が自らの仕事に価値を見出
しコミットすることと関係し，コミットするとは，
情熱をもって仕事に向かい合う精神あるいは態度を
もつことと言い換えられる11）。
　現在，大学生の早期からの就職活動が問題視され
ている。それは，就職超氷河期とも言われる現代社
会にあっては，卒業後の就業に関して必ずしも大学
で学んだことを生かすだけの余地がない，また，大
学で専攻してきた分野と職業選択が一致することよ
表　看護学生とコミットメントに関する研究
№ 研究者名 タイトル 収録誌 発行年月
1 豊島三枝子，木村久美子5）
看護学生の職業アイデンティティの形成にお
ける臨床看護婦の役割－社会化とコミットメ
ントの視点から－
第28回日本看護学会集録－
看護管理－，240－243 1997. ９
2 石田眞知子，山崎登志子，柏倉栄子，他6） 看護学生の職業コミットメント
東北大学医療技術短期大学
部紀要，7（1），45－52 1998. １
3 石田眞知子，柏倉栄子，　杉山敏子7）
看護学生のキャリアコミットメント尺度の検
討
東北大学医療技術短期大学
部紀要，8（1），87－93 1999. １
4 石田眞知子，柏倉栄子，　杉山敏子8）
学年進行に伴う看護学生のキャリアコミット
メントの変化
東北大学医療技術短期大学
部紀要，10（2），83－89 2001. ７
5 羽田野花美，矢野紀子，　酒井淳子，他2）
看護学生の職業コミットメントに関する検討
－課程および学年ならびに志望動機による比
較と関連要因の検討－
第35回日本看護学会論文集
－看護教育－，163－165 2005. １
6 矢野紀子，羽田野花美，　酒井淳子，他9）
看護学生の職業コミットメントと特性的自己
効力感－最終学年の一年間の経時変化に注目
して－
第36回日本看護学会論文集
－看護教育－，260－262 2005.12
7 矢野紀子，羽田野花美，　酒井淳子，他10）
看護学生の職業コミットメント－入学後２年
間における経時的変化－
愛媛県立医療技術大学紀要，
3（1），59－65 2006.12
8 松本啓子，桐野匡史，中嶋和夫11）
コミットメントに関する研究の外観と今後の
課題－介護の観点からの検討－
川崎医療福祉学会誌，18（2），
329－335 2009. １
9 坂口桃子，竹田裕美12）
看護学生のための社会人入門　あっぱれ看護
人生への道しるべ　看護師として世の中に出
る前に知っておくべき「組織と組織に働く個
人のお話」　組織コミットメント
看護人材教育，6（3），129
－134 2009. ８
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りも内定を得ることが先になっているという指摘で
ある。就職活動がこのように問題視される中，自ら
の職業にコミットすることがますます難しくなって
きている状況であることは否めない。そのような状
況にあって，看護大学生は，看護師の慢性的な人手
不足もあり，就職に困ることはまず想定できにくい。
自らが志望する病院等への就職であるか否かを除け
ば，就職や就職活動そのものが問題となることはほ
とんどないといえる。このような点から，看護ケア
の質が看護師が自らの仕事に価値を見出しコミット
することと関係するとすれば，学生の職業コミット
メントはかなり重要な意味をもつ。それは，単に個
人的なことがらでなく，患者の利益に直接影響する
からである。こうした点から考えると，看護大学生
の職業コミットメントに関する調査や研究に焦点を
あてていく必要性があると考える。
Ⅲ．看護学生の職業コミットメントの研究
　先述した４件の文献から調査内容および結果の概
要を以下に示す。
　石田ら6）は，看護学生の職業コミットメント形成
過程を検討している。コミットメントの調査内容と
して，価値観や目標の受け入れ２項目（目標），積
極的意欲２項目（意欲），好きだから留まりたいと
いう願望２項目（残留），せっかくここまで続けた
のだからこれからも続けたいという願望２項目（安
定），得るものがあるうちは続けようという功利的
考え３項目（功利）の５次元の内容を調査している。
このうち，目標，意欲，残留の６項目を情緒的側面
としてまとめ分析している。また，看護系の学校に
入学しようと決めた時期（入学決定時期），卒業後
どのような進路を選択しようと思っているか（進路
展望），看護婦（注：原文のまま）に対するイメー
ジを併せて調査している。その結果，職業コミット
メントの情緒的側面は学年進行に伴って低下するこ
と，入学決定時期が早いほど職業コミットメントの
情緒的側面は高いが，高校３年時に決めた者は高校
卒業後に決めた者より低いこと，功利は高校卒業後
に決めた者が最も高いこと，看護職に就こうと思っ
ている者は職業コミットメントの情緒的側面が高い
こと，転向を考えている者は情緒的側面が低く功利
が高いこと，看護婦（注：原文のまま）に対するイ
メージは，情緒的側面とは正の相関があるが，功利
との相関はないことを明らかにしている。
　羽田野ら2），矢野ら9，10）は同一の研究グループで
あり，その調査内容は，以下の４点である。１．職
業コミットメント：情緒的要素６項目（愛着，好意
的感情）および計算的要素６項目（やめると失うも
のが大きい）ならびに規範・世間体要素6項目（義
務感や忠誠心）の３因子計18項目，２．特性的自己
効力感：Sherer が尺度開発し，成田らによって翻
訳された日本語版23項目，３．学習特性やクラスメ
イトおよび教員との関係についての認識：独自作成
の18項目，４．看護職を志望した理由；内発的動機
（「あこがれていた職業だから」「人や社会の役にた
てる職業だから」），外発的動機（「資格が取れ，一
生働ける職業だから」「他の職業に比べて給料がよ
いから」），他発的動機（「親や教師などにすすめら
れたから」「他にやりたいことがなかったから」）に
「その他」を加えた７つの選択肢からの択一である。
　羽田野ら2）は，医療系短期大学看護学科の３年課
程と２年課程の学生を対象に，職業コミットメント
に関して，課程，学年，志望動機による比較と関連
要因の検討を行なっている。その結果，職業コミッ
トメント３因子の中で，課程および学年で有意差が
認められたものは，「情緒的コミットメント」のみ
で，２年課程の２年生が最も低かったこと，看護職
を志望した理由別では，「情緒的コミットメント」
のみで有意差が認められ，「あこがれ」「人や社会の
役に立てる」といった内発的動機の者が最も高く，
「資格がとれ一生働ける」「給料がよい」といった外
発的動機の者が続き，「親や教師にすすめられて」
「他にやりたいことがなかった」といった他発的動
機の者が最も低かったこと，また，「情緒的コミッ
トメント」と特性的自己効力感および教員との関係
ならびにクラスメイトとの関係との間で正の相関が
みられ，計算的コミットメントと学習特性との間で
は，弱い正の相関が認められたことを明らかにして
いる。さらに，「情緒的コミットメント」と特性的
自己効力感および教員との関係との間に，比較的
強い相関が認められたこと，内発的動機をもつ者で
「情緒的コミットメント」が高かったことから，情
緒的コミットメントには個人特性が影響することが
示唆されたとしている。
　矢野ら9）は，医療系短期大学看護学科の３年課程
と２年課程の最終学年を対象に，職業コミットメン
トに関して最終学年の１年間の経時変化に注目して
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検討している。その結果，３年課程および２年課程
ともに，辞めると失うものが大きいといったことを
表す「計算的コミットメント」，職務に対する義務
感を表す「規範的コミットメント」および辞めたら
世間体が悪いことを表す「世間体コミットメント」
には変化がなく，職業に対する愛着・好意的感情を
表す「情緒的コミットメント」のみが上昇しており，
最終学年において職業コミットメントを高めるには，
「情緒的コミットメント」を高めるような教育的支
援が必要であることが示唆されたとしている。
　また，矢野らは，10）医療系大学看護学部の学生を
対象に，入学時から２年間，職業コミットメントお
よび特性的自己効力感ならびに学習や教員・クラス
メイトに対する意識が学生生活の中でどのように変
化するのかについて検討している。その結果，職業
コミットメントは４要素（情緒的・計算的・規範
的・世間体）とも変化が認められ，なかでも職業へ
の愛着や志向性を示す情緒的要素は１年後・１年半
後・２年後と明らかに低下していたこと，一方，特
性的自己効力感および学習や教員・クラスメイトに
対する意識には変化は認められなかったことより，
変化の要因を明確にするまでにはいたらなかったも
のの実習等が影響していることを推測している。ま
た，本格的な看護学実習が始まる３年次から４年次
へとどのように変化するのか，その影響要因も含め
てさらに追跡するとともに，それらの変化を踏まえ
た教育的支援方法を検討していく必要性が示唆され
たとしている。
　明確な動機・目標を持つ（意識する）ことなく入学
してくる学生が増加しつつある中，これらの研究結
果を踏まえると，看護大学生の学習支援を考えるに
あたっては，職業コミットメントの中でも情緒的コ
ミットメントに着目することが重要といえる。４件
の調査で用いられている情緒的項目を以下に列記す
る。
　石田ら6）が調査した情緒的側面項目は，①看護と
いう職業は私の価値観や考え方に合っていると思う
（目標），②看護学生同士のものの考え方は自分に
とって受け入れやすい（目標），③就職したら看護
上必要な残業は進んで行うと思う（意欲），④自分
の看護の質を高めるためならば，人並み以上の努力
をすることをいとわない（意欲），⑤看護の仕事が
好きなので看護職に就こうと思う（残留），⑥自分
の働く分野として看護職よりよいものはそうざらに
ない（残留），である。
　羽田野ら2），矢野ら9，10）が調査した情緒的要素は，
①看護職への道に進もうとしていることを誇りに
思っている，②看護職をめざしたことを後悔してい
る（逆転項目），③本当は看護職にはなりたくない
（逆転項目），④看護の勉強に熱中している，⑤看護
職に向いていないように感じる（逆転項目），⑥看
護職になることは私にとって重要な意味をもつ，で
ある。
　これらの調査内容を考慮すれば，職業コミットメ
ントを高めるためには，こういった情緒的側面を促
進することが必要であり，そのためには授業である
講義－演習－臨地実習において学習を支援すること
が極めて重要であるといえる。
Ⅳ．学習支援について
１．大学生の学習に関する準備状況
　高校生の学習傾向14）として，半数以上の生徒が自
宅での学習習慣をもたないことがあげられる（図
１）。家庭での学習をまったく，またはほとんどし
ない生徒が約40％，30分以上１時間未満が約15％で
ある。また，授業理解度の調査によると，基礎学力
が身についている生徒は約40％である（図２）。授
業内容がほとんどわからない，わからないことが多
い生徒が約20％，わかることとわからないことが半
分ずつくらいある生徒が約40％である。宿題や課題
はもちろんのこと，自学をするということがまずで
きない生徒が大学へ多数入学してきているのが現状
であろう。学習に取り組む姿勢，学習に最低限必要
なノートのとり方など，学習スキルを身につけずに
大学へ入学してきていると考えるべきである。それ
は，高等学校を卒業し大学へ入学しても，高等学校
までの「教えてもらう」という学習態度から「自ら
学びとる」といった主体的な学習姿勢へと生徒自身
が自ら獲得していくことが，難しいことを意味する。
　したがって，学生に対する学習支援に関する共通
認識は，かなり重要な意味合いをもつ。学生は「自
発的行動」とは何であるのか，「自発的行動」その
ものを理解せずに入学してきており，学生の主体性
を育む働きかけが必要である。単に，学生の自発的
行動を待つだけでは，感情の対立が残るだけであ
り，教員側には「できなかった学生」「しなかった
学生」「消極的な学生」というネガティブな学生像
27職業コミットメントと学習支援
図1　高校生の学習時間
出典　濱名篤：学生が自ら学ぶようにするために－高等教育における学習支援の必要性－，看護教育，50（7），568
－573，2009．
図2　高校生の授業理解度
出典　濱名篤：学生が自ら学ぶようにするために－高等教育における学習支援の必要性－，看護教育，50（7），568
－573，2009．
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が残ってしまう。内発的な動機を引き出す関わりが
教員には求められている。
２．大学での学習技術の構築
　現代の大学生には，学びの技法を自分で学びとる
ための支援が必要である。藤田15）は，大学での学習
技術として以下の点を示した。①ノートのとり方；
他者から提示された情報を理解し受け取る能力，②
テキストの読み方；文書で書かれた情報を読みこな
す能力，③要約の仕方；集めた情報を的確にまとめ
る能力，④きちんと考える方法；見たり聞いたり
読んだりして受け取った情報が信用できるか判断
し，自分なりの意見を付け加えるための能力，⑤図
書館の利用；知の宝庫である図書館を最大限，有効
活用し，信頼できる情報を収集するための能力，⑥
レポート・論文の書き方；集めた情報の要点や自分
の意見を確実に文章で表現できるための能力，⑦レ
ジュメの作り方・ゼミ発表の方法；口頭で他者に何
かを説明するための能力，等々である。これらは，
大学で学ぶ技術であり，受講態度や姿勢そのものは，
社会に出て行くための基盤となる。こうした学習の
技術を養成し，講義や実習に生かせるようにするた
めには，教員の共通認識とともに学生に対する初年
次教育やセミナーなどを利用した学習支援，すなわ
ち一定・段階的・継続した訓練（トレーニング）が
必要である。
３．看護へのコミットメントを強めていくための教
育の重要性
　グレッグ16）は，看護師の職業アイデンティティの
確立は，それを目標ととらえ，方向性を持つ変化で
あると考えることが可能であるとし，構造モデルを
示した（図３）。この構造モデルは，看護師が職業
アイデンティティを確立するために経験するプロセ
スを示している。グレッグ16）によると，このプロセ
スは，看護師として働くなかで，さまざまな人と出
会い，その相互行為のなかから看護と看護師である
自分を学ぶ。看護が自己の成長に貢献していると感
じること，あるいはクライエントを援助することの
満足感から看護の価値を認識する。さらに仕事上の
経験に基づいて自己の看護観を確立する。働く間
に，看護師はさらなる学びの機会を持つ。働く経験
からの新しい学びは，看護の価値の認識に影響を与
え，看護の異なる側面に気づいたり，より深い看護
観を築くことにつながる。この３段階は，らせん状
に描かれ，常に発展している。看護師が一旦１つの
図3　看護とのきずな
出典　グレッグ美鈴：看護師の職業アイデンティティに関する中範囲理論の構築，看護研究，35（3），196－204，
2002．
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段階を経ると，まったく同じ段階へは戻ってこな
い。らせん状であるということは，１度通りすぎた
段階へ戻ることはあるが，以前より高いレベルでそ
の段階を経験する。この３段階を進む中で重要なの
は，自己の看護実践を承認できることであり，これ
は，自己評価とケア対象者による他者評価の両方か
らなされる。この自己の看護実践の承認は，プロセ
スの進行に伴いより強固としたものになり，看護へ
のコミットメントを強める。そして，それぞれの段
階が「看護とのきずな」の最終段階へ向かって進ん
でいく。最終段階では，看護師であることは，その
役者を演じるのではなく，自己と看護師が統合して
いるという感覚を持つ。このプロセス全般において，
教育は大きな影響因子であるとしている。看護師と
しての職業アイデンティティが看護の質を向上させ
るという観点にたてば，看護大学生の職業コミット
メントを高めていくことは極めて重要であり，看護
基礎教育における学生への学習支援のあり方も同様
に極めて重要であるといえる。
Ⅴ．結　　語
　看護大学の教育目的のひとつに，優れた専門職業
人の育成があげられる。しかし，大学全入時代を迎
え，大学が単なる通過儀礼としての場所となり，看
護大学においても看護師になることを目的としない
学生の入学が増加傾向にある。また，看護大学では，
入学後の早い時期から職業に直結した専門科目を学
習することが多く，その内容や方法はそれまでの学
習とは異なり，学生は常に看護という職業を意識し
ながら学んでいくことになる。その結果，特に看護
職に就くという目的意識を強くもたずに入学してき
た学生は，学習目的を見失い，学習困難や不適応に
陥りやすい。
　職業コミットメントは，学校教育や職業・職場等
を通して形成され，職業や職場への適応に関連する
と言われている。入学動機や看護職への志向は入学
後の学習態度や意欲に影響し，特に臨地実習での体
験は，職業志向性や不適応に影響すると言われてい
る。したがって，看護大学生の職業コミットメント
については，学習支援や専門職としてのキャリア
アップの重要関連因子として，今後さらに検討を進
めていく必要があると考える。
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